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Ａ．研究目的 
 岐阜県における AYA 世代がん患者に対するが
ん・生殖医療提供体制（岐阜モデル）での問題点
や課題の検証、啓発活動および人材育成を行うこ
とを目的とする。 
 
Ｂ．研究方法 
 全国大規模調査で、生殖小班が担当した質問事
項について解析・検討を踏まえて、2017年11月に
日本がん生殖医療学会と協力してOncofertility 
Consortium Japanシンポジウムを、2018年3月に岐
阜ネットワークセミナーを開催し議論を通して課
題抽出と啓発活動を行った。 
（倫理面への配慮） 
個人情報そのものを扱わず倫理面の問題はない。 
 
Ｃ．研究結果 
 全国大規模調査で明らかになった専門医・がん
患者の情報不足を解消するため、Oncofertility 
Consortium Japanシンポジウム・岐阜ネットワー
クセミナーを通じて課題抽出を行った。その中で
地域ネットワークのない地域と岐阜モデルのよう
にネットワークのある地域では、専門医・がん患
者の意識・満足度に差を認めた。また妊孕性温存
に関する知識とカウンセリングの技術をもつヘル
スケアプロバイダー（看護師・心理士など）の不
足であることが示された。 
 
Ｄ．考察 
 地域ネットワークの必要性と情報提供拠点の必
要性が示唆された。また生殖医療に関するヘルス
ケアプロバイダーの育成が求められている。今後
の効果的な育成方法についの検討が必要であろう。 
 
Ｅ．結論 
 がん・生殖医療連携体制の地域での普及のために
は、情報提供施設の拠点化、地域での情報交換の活
性化、支援員の育成・学習支援が必要性が明らかに
なった。 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況（予定を含む。） 
 1. 特許取得   なし 
 2. 実用新案登録 なし 
 3. その他     なし 

研究要旨：AYA 世代がん患者の妊孕性に関する大規模調査の結果解析により支援のための
諸問題を明らかにした。また医療連携の先駆的ネットワークである岐阜モデルの充実のた
めのネットワークセミナーの開催し、ヘルスケアプロバイダー（看護師、心理士など）の
養成を行った。 


